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2010 年「機械遺産」6件が決まる！ 

 
社団法人日本機械学会は、日本国内に現存する歴史的に意義のある「機械遺産」6件を選定、8月 7日の機械の

日に表彰を行います。機械遺産は、2007年に創立 110 周年を記念して発足した事業で、これまで 37件を認定し、今

年で 4回目となります。応募・推薦の中から厳正なる審査の上、下記 6件の認定を決定いたしました。 

なお、認定式は 2010 年 8 月 7 日（土）「機械の日・機械週間」記念行事（トヨタテクノミュージアム産業技術記念館

大ホール）において行われます。 

 
◆2010 年度「機械遺産」 

 第 38 号 としまえん「カルーセル エルドラド」 【東京都練馬区】 

 第 39 号 旧金毘羅大芝居（金丸座）の廻り舞台と旋回機構 【香川県仲多度郡琴平町】 

 第 40 号 たま電気自動車（E4S-47 I） 【神奈川県横浜市】 

 第 41 号 内燃機関式フォークリフト 【滋賀県近江八幡市】 

 第 42 号 高砂荏原式ターボ冷凍機 【神奈川県厚木市】 

 第 43 号 自動改札機 【京都府京都市】 

  【】内は遺産所在地 

「機械遺産」について 

「機械遺産」とは、日本国内の機械技術面で歴史的意義のある「機械遺産」（Mechanical Engineering Heritage）

を認定することで、文化遺産として大切に保存し、次世代に伝承することを目的とする本会 110 周年を記念して創

立された事業です。認定対象は原則として①Site（歴史的景観を構成する機械遺産）、②Landmark（機械を含む

象徴的な建造物・構造物）③Collection（保存・収集された機械）④Documents（歴史的意義のある機械関連文書

類）の４分野の機械遺産。会員から応募・推薦のあった候補について、本会の技術と社会部門「機械遺産委員会」

（委員長 緒方正則）で選定・評価を行い、「機械遺産監修委員会」（委員長 三輪修三）の総合評価を経て最終的

に候補を絞り込み、理事会で承認されたものを「機械遺産」として認定表彰するものです。 

本件に関する問い合わせ先 

〒160-0016 東京都新宿区信濃町 35番地 信濃町煉瓦館 5階 

      社団法人 日本機械学会 

      会員・情報管理グループ 高杉史靖 

      電話：(03) 5360-3503、FAX：(03) 5360-3508 

      E-mail：takasugi@jsme.or.jp 
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